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管理者等のHP
（URL等）

・四日市港湾事務所
　http://www.yokkaichi.pa.cbr.mlit.go.jp/1/10/11/
・近代化産業遺産群 続３３（平成20年度経産省）
　http://www.meti.go.jp/policy/local_economy/nipponsaikoh/pdf/isangun_zoku.pdf
・国指定文化財等データベース（文化庁）
　https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp

・四日市港管理組合
　http://www.yokkaichi-port.or.jp/oldport.html

四日市市

明治中期 明治26年

ヨハネス・デ・レイケ、服部長七

－

潮吹き防波堤は大堤と小堤が並行する二列構造をとり、港内側の大堤には49ヶ所に
わたって五角形の水抜き穴が設けられています。港外からの波が小堤で弱められ大
堤で受け止められる構造で、小堤を越えた海水は、両堤の間の溝を流れて水抜き穴
から港内に流れ出す構造となっています。
この防波堤は、オランダの水理工師ヨハネス・デ・レイケの計画案によるものと言われ
ており、工事は三河の左官職人であった服部長七が請け負いました。

潮吹き防波堤

四日市港管理組合HPより引用

四日市港管理組合

港

稲葉三右衛門が私財を投じて明治17年に完成
させた四日市港の旧港でしたが、明治21年の
暴風雨や翌年の台風によって防波堤が破損し
たため、明治26年10月から半年間の県営事業
によってこの潮吹き防波堤が築造されました。


